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(57)【要約】
【課題】部品数を増大することなく、二分割されたガイ 
ド部の結露を抑制する空気調和装置を提供する。
【解決手段】空気調和装置１０は、ケース２０に、送風 
ファン３２からの送風ＣＬを前下方へ案内する第１ガイ 
ド部６０と、この第１ガイド部６０の前端６０ａから前 
下方へ延びて送風口２２へ前記送風ＣＬを案内する第２ 
ガイド部７０とを備える。前記第１ガイド部６０は、前 
下方へ延びた第１ガイド板６１と、この第１ガイド板６ 
１の前端６１ａから下方へ延びた前板６２とを備える。 
前記第２ガイド部７０は、前記第１ガイド板６１の前記 
前端６１ａまたは前記前板６２から前方へ延びた第２ガ 
イド板７１と、この第２ガイド板７１の前端７１ａから 
前記前板６２へ延びた裏板７２とを備える。前記第２ガ 
イド板７１と前記裏板７２と前記前板６２とによって、 
空間部Ｓｐが形成される。この空間部Ｓｐは、複数の隔 
壁９２によって複数の室Ｒｏに区画される。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ァ ン 及 び 熱 交 換 器 を 収 納 し て い る ケ ー ス に 、 空 気 導 入 口 と 、 前 記 ケ ー ス の 前 下 部 に 位 置  
し て い る 送 風 口 と 、 前 記 フ ァ ン か ら の 送 風 を 前 下 方 へ 案 内 す る 第 １ ガ イ ド 部 と 、 こ の 第 １  
ガ イ ド 部 の 前 端 か ら 前 下 方 へ 延 び て 前 記 送 風 口 へ 前 記 送 風 を 案 内 す る 第 ２ ガ イ ド 部 と 、 を  
備 え て い る 空 気 調 和 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 １ ガ イ ド 部 は 、 前 記 フ ァ ン か ら の 前 記 送 風 を 前 記 ケ ー ス の 前 下 方 へ 案 内 す る よ う に  
前 下 方 へ 延 び た 第 １ ガ イ ド 板 と 、 こ の 第 １ ガ イ ド 板 の 前 端 か ら 下 方 へ 延 び た 前 板 と 、 を 備  
え 、
前 記 第 ２ ガ イ ド 部 は 、 前 記 第 １ ガ イ ド 部 と は 別 体 に よ り 構 成 さ れ た 部 材 で あ っ て 、 前 記 第  
１ ガ イ ド 板 の 前 記 前 端 ま た は 前 記 前 板 か ら 前 方 へ 延 び た 第 ２ ガ イ ド 板 と 、 こ の 第 ２ ガ イ ド  
板 の 前 端 か ら 前 記 第 ２ ガ イ ド 板 の 下 方 を 通 っ て 前 記 前 板 ま で 延 び た 裏 板 と 、 を 備 え 、
前 記 第 ２ ガ イ ド 板 の 前 端 と 前 記 裏 板 の 前 端 と の 間 は 閉 鎖 さ れ て お り 、
前 記 第 ２ ガ イ ド 板 と 前 記 裏 板 と 前 記 第 １ ガ イ ド 部 の 前 記 前 板 と の 間 に は 、 空 間 部 が 形 成 さ  
れ て お り 、
こ の 空 間 部 は 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 部 を 前 記 第 １ ガ イ ド 部 の 前 記 前 板 側 か ら 見 て 、 横 方 向 に 配  
列 さ れ た 複 数 の 隔 壁 に よ っ て 複 数 の 室 に 区 画 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 装 置  
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ ガ イ ド 部 を 前 記 第 １ ガ イ ド 部 の 前 記 前 板 側 か ら 見 て 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 板 と 前 記 裏  
板 と の 一 方 の 端 の 間 、 及 び 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 板 と 前 記 裏 板 と の 他 方 の 端 の 間 は 、 閉 鎖 さ れ  
て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 調 和 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ ガ イ ド 部 の 前 記 前 端 と 前 記 第 ２ ガ イ ド 板 の 後 端 と の 間 は 、 前 記 送 風 が 前 記 空 間 部  
へ 流 入 す る こ と を 抑 制 す る よ う ラ ビ リ ン ス 構 造 に 構 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 空 気 調 和 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ラ ビ リ ン ス 構 造 は 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 板 の 後 端 と 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 板 の 後 端 を 全 体 的 に  
嵌 め 込 み 可 能 に 前 記 第 １ ガ イ ド 部 の 前 記 前 板 に 形 成 さ れ た 溝 と 、 に よ っ て 構 成 さ れ て い る  
、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 空 気 調 和 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 室 内 機 を 備 え た 空 気 調 和 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
空 気 調 和 装 置 の 室 内 機 は 、 ケ ー ス の 内 部 に 形 成 さ れ て い る 空 気 流 路 に 配 置 さ れ た 、 送 風 フ  
ァ ン 及 び 熱 交 換 器 を 備 え て い る 。 ケ ー ス は 、 室 内 の 空 気 を 導 入 す る 空 気 導 入 口 と 、 送 風 フ  
ァ ン か ら の 送 風 を 室 内 へ 吹 き 出 す 送 風 口 と を 備 え て い る 。 こ の よ う な 空 気 調 和 装 置 に 関 す  
る 従 来 技 術 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 技 術 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ に 示 さ れ る 空 気 調 和 装 置 で は 、 送 風 口 は ケ ー ス の 前 下 部 に 位 置 し て い る 。 ケ ー  
ス は 、 送 風 フ ァ ン か ら の 送 風 を 送 風 口 へ 案 内 す る ガ イ ド 部 を 備 え て い る 。 こ の ガ イ ド 部 は  
、 送 風 フ ァ ン か ら の 送 風 を 前 下 方 の 吹 出 口 （ 送 風 口 に 相 当 ） へ 案 内 す る よ う に 前 下 方 へ 延  
び た 上 側 ガ イ ド 面 （ ガ イ ド 板 に 相 当 ） と 、 こ の 上 側 ガ イ ド 面 の 前 端 か ら 下 方 へ 延 び た 先 端  
面 と 、 こ の 先 端 面 の 下 端 か ら 後 方 へ 折 り 返 し た 下 側 折 返 し 面 （ 裏 板 に 相 当 ） と 、 に よ っ て  
構 成 さ れ て い る 。 上 側 ガ イ ド 面 と 下 側 折 返 し 面 と の 間 の 空 間 部 に は 、 断 熱 材 が 設 け ら れ て  
い る 。 こ の 結 果 、 下 側 折 返 し 面 へ の 結 露 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ９ － ７ ２ ４ １ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し 、 ケ ー ス の 構 成 上 の 観 点 か ら 、 ガ イ ド 部 を 前 後 に 二 分 割 す る こ と が 求 め ら れ る 場 合  
が あ る 。 例 え ば 、 ケ ー ス が 、 後 側 の ケ ー ス と 前 側 の ケ ー ス と に 分 割 さ れ た 場 合 に 、 ケ ー ス  
の 製 造 上 の 都 合 な ど を 考 慮 し て 、 ガ イ ド 部 を 前 後 に 二 分 割 す る こ と が あ り 得 る 。 後 側 の ガ  
イ ド 部 は 後 側 の ケ ー ス に 一 体 に 形 成 さ れ 、 前 側 の ガ イ ド 部 は 前 側 の ケ ー ス に 一 体 に 形 成 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ の 場 合 に 、 後 側 の ガ イ ド 部 と 前 側 の ガ イ ド 部 と の 合 わ せ 面 に は 、 部 分 的 に 微 小 な 隙 間 を  
有 す る こ と が あ り 得 る 。 送 風 フ ァ ン か ら 送 風 口 へ 流 れ る 冷 風 が 、 隙 間 か ら 空 間 部 へ 浸 入 し  
た 場 合 に は 、 下 側 折 返 し 面 に 結 露 が 発 生 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ に 対 し 、 上 側 ガ イ ド 面 と 下 側 折 返 し 面 と の 間 に 形 成 さ れ て い る 空 間 部 の 、 全 体 に わ た  
っ て 断 熱 材 を 設 け る こ と が 考 え ら れ る 。 ま た 、 隙 間 を パ ッ キ ン に よ っ て 塞 ぐ こ と が 考 え ら  
れ る 。 し か し 、 断 熱 材 や パ ッ キ ン を 設 け る こ と は 、 部 品 数 が 増 大 す る と と も に 、 工 数 が 嵩  
む 。 こ の 結 果 、 空 気 調 和 装 置 の コ ス ト ア ッ プ の 要 因 と な る の で 、 改 良 の 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 部 品 数 を 増 大 す る こ と な く 、 二 分 割 さ れ た ガ イ ド 部 の 結 露 を 抑 制 す る 空 気 調 和  
装 置 の 提 供 を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 送 風 フ ァ ン 及 び 熱 交 換 器 を 収 納 し て い る ケ ー ス に 、 空 気 導 入 口 と 、 前 記  
ケ ー ス の 前 下 部 に 位 置 し て い る 送 風 口 と 、 前 記 送 風 フ ァ ン か ら の 送 風 を 前 下 方 へ 案 内 す る  
第 １ ガ イ ド 部 と 、 こ の 第 １ ガ イ ド 部 の 前 端 か ら 前 下 方 へ 延 び て 前 記 送 風 口 へ 前 記 送 風 を 案  
内 す る 第 ２ ガ イ ド 部 と 、 を 備 え て い る 空 気 調 和 装 置 で あ っ て 、
前 記 第 １ ガ イ ド 部 は 、 前 記 送 風 フ ァ ン か ら の 前 記 送 風 を 前 記 ケ ー ス の 前 下 方 へ 案 内 す る よ  
う に 前 下 方 へ 延 び た 第 １ ガ イ ド 板 と 、 こ の 第 １ ガ イ ド 板 の 前 端 か ら 下 方 へ 延 び た 前 板 と 、  
を 備 え 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 部 は 、 前 記 第 １ ガ イ ド 部 と は 別 体 に よ り 構 成 さ れ た 部 材 で あ っ て  
、 前 記 第 １ ガ イ ド 板 の 前 記 前 端 ま た は 前 記 前 板 か ら 前 方 へ 延 び た 第 ２ ガ イ ド 板 と 、 こ の 第  
２ ガ イ ド 板 の 前 端 か ら 前 記 第 ２ ガ イ ド 板 の 下 方 を 通 っ て 前 記 前 板 ま で 延 び た 裏 板 と 、 を 備  
え 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 板 の 前 端 と 前 記 裏 板 の 前 端 と の 間 は 閉 鎖 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ ガ イ ド  
板 と 前 記 裏 板 と 前 記 第 １ ガ イ ド 部 の 前 記 前 板 と の 間 に は 、 空 間 部 が 形 成 さ れ て お り 、 こ の  
空 間 部 は 、 前 記 第 ２ ガ イ ド 部 を 前 記 第 １ ガ イ ド 部 の 前 記 前 板 側 か ら 見 て 、 横 方 向 に 配 列 さ  
れ た 複 数 の 隔 壁 に よ っ て 複 数 の 室 に 区 画 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 装 置 が 提  
供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 で は 、 空 間 部 は 、 横 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 隔 壁 に よ っ て 複 数 の 室 に 区 画 さ れ て い  
る 。 第 １ ガ イ ド 板 の 前 端 と 第 ２ ガ イ ド 板 の 後 端 と の 間 、 ま た は 、 第 １ ガ イ ド 板 の 前 板 と 第  
２ ガ イ ド 板 の 後 端 と の 間 に 、 部 分 的 に 微 小 な 隙 間 を 有 し て い た 場 合 で あ っ て も 、 送 風 フ ァ  
ン か ら 送 風 口 へ 流 れ る 冷 風 が 部 分 的 な 隙 間 か ら 、 複 数 の 室 の な か の 一 部 へ 浸 入 す る だ け で  
あ る 。 冷 風 が 侵 入 し た 室 と 隣 の 室 と の 間 が 、 隔 壁 に よ っ て 区 画 さ れ て い る の で 、 隣 接 し 合  
う 室 間 で 冷 風 が 流 れ る こ と を 規 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 隣 接 し 合 う 室 間 で 冷 風 が 流 れ  
る に は 、 隔 壁 を 迂 回 す る 通 過 抵 抗 が 大 き い 。 つ ま り 、 空 間 部 の 全 体 で の 冷 風 の 流 れ を 規 制  
す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 部 品 数 を 増 大 す る こ と な く 、 二 分 割 さ れ た ガ イ ド 部 の 結 露  
を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 空 気 調 和 装 置 の 室 内 機 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ２ － ２ 矢 視 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 さ れ る ケ ー ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 さ れ る ケ ー ス を 分 解 し て 一 部 を 省 略 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の ５ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 さ れ る 前 面 パ ネ ル を 裏 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の ７ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ に 示 さ れ る ガ イ ド 部 の 構 成 図 兼 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 添 付 図 に 示 し た 形 態 は 本  
発 明 の 一 例 で あ り 、 本 発 明 は 当 該 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 図 中 、 空 気 調 和 装 置 の 室 内 機 を 正  
面 か ら 見 て 、 Ｆ ｒ は 手 前 （ 前 ） 、 Ｒ ｒ は 後 、 Ｌ ｅ は 左 、 Ｒ ｉ は 右 、 Ｕ ｐ は 上 、 Ｄ ｎ は 下 を  
示 し て い る 。
＜ 実 施 例 ＞
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に は 、 本 発 明 に よ る 空 気 調 和 装 置 １ ０ の 室 内 機 １ １ が 示 さ れ て い る 。 空 気 調 和 装 置 １  
０ は 、 屋 内 Ｉ ｎ （ 室 内 Ｉ ｎ ） を 冷 却 す る 冷 房 機 能 と 、 屋 内 Ｉ ｎ を 暖 房 す る 暖 房 機 能 と を 有  
し て お り 、 屋 外 に 設 け ら れ た 室 外 機 （ 図 示 せ ず ） 及 び 屋 内 Ｉ ｎ に 設 け ら れ た 室 内 機 １ １ を  
備 え て い る 。 室 外 機 と 室 内 機 １ １ と は 、 冷 媒 を 循 環 さ せ る こ と が で き る よ う 互 い に 接 続 さ  
れ て い る 。 以 下 、 特 に 説 明 の な い 限 り 、 冷 媒 の 循 環 す る 方 向 は 、 冷 房 運 転 時 を 基 準 と す る  
。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 室 内 機 １ １ は 、 屋 内 Ｉ ｎ の 壁 Ｗ ａ に 掛 け て 用 い ら れ る 、  
壁 掛 け 式 室 内 機 で あ る 。 室 内 機 １ １ は 、 こ の 室 内 機 １ １ の ケ ー ス ２ ０ の 背 面 に 設 け ら れ て  
い る 支 持 板 ３ １ を 、 壁 Ｗ ａ に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 壁 Ｗ ａ に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ケ ー ス ２ ０ は 、 屋 内 Ｉ ｎ の 空 気 を 導 入 す る 空 気 導 入 口 ２ １ と 、 ケ ー ス 内 の 空 気 を 屋 内 Ｉ ｎ  
へ 送 風 す る 送 風 口 ２ ２ と 、 を 備 え て い る 。 空 気 導 入 口 ２ １ は 、 ケ ー ス ２ ０ の 上 部 に 位 置 し  
て い る 。 送 風 口 ２ ２ は 、 ケ ー ス ２ ０ の 前 下 部 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に ケ ー ス ２ ０ は 、 空 気 導 入 口 ２ １ か ら ケ ー ス ２ ０ へ 吸 引 し た 空 気 を 送 風 口 ２ ２ か ら 屋  
内 Ｉ ｎ へ 送 風 す る 送 風 フ ァ ン ３ ２ と 、 こ の 送 風 フ ァ ン ３ ２ が 吸 引 し た 空 気 と 熱 交 換 を 行 う  
複 数 の 熱 交 換 器 ３ ３ と 、 こ れ ら の 熱 交 換 器 ３ ３ の 上 方 に 配 置 さ れ ケ ー ス ２ ０ 内 へ の 塵 埃 の  
侵 入 を 抑 制 す る フ ィ ル タ ユ ニ ッ ト ３ ４ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
送 風 フ ァ ン ３ ２ が 作 動 す る こ と に よ り 、 空 気 導 入 口 ２ １ か ら ケ ー ス ２ ０ 内 へ 空 気 が 導 入 さ  
れ る 。 導 入 さ れ た 空 気 は 、 熱 交 換 器 ３ ３ を 通 過 し た 後 に 、 送 風 口 ２ ２ か ら 屋 内 Ｉ ｎ へ 送 風  
さ れ る 。 熱 交 換 器 ３ ３ に は 、 室 外 機 に よ っ て 冷 却 さ れ た 冷 媒 が 供 給 さ れ て い る 。 熱 交 換 器  
３ ３ の 外 周 を 通 過 す る 空 気 は 、 冷 媒 と 熱 交 換 を 行 っ て 冷 却 さ れ る 。 冷 却 さ れ た 空 気 、 つ ま  
り 冷 風 Ｃ Ｌ （ 送 風 Ｃ Ｌ ） は 屋 内 Ｉ ｎ へ 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 ケ ー ス ２ ０ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
図 ２ ～ 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ケ ー ス ２ ０ は 、 後 側 の ケ ー ス 本 体 ４ １ と 前 側 の 前 面 パ ネ ル  
４ ２ と に 分 割 さ れ た 構 成 で あ る 。 後 側 の ケ ー ス 本 体 ４ １ は 、 背 面 ４ １ ａ に 支 持 板 ３ １ （ 図  
２ 参 照 ） を 備 え る と と も に 、 前 側 を 全 体 に 開 放 し て い る 。 前 側 の 前 面 パ ネ ル ４ ２ は 、 ケ ー  
ス 本 体 ４ １ の 前 部 を 全 体 に 塞 い だ 構 成 で あ っ て 、 こ の ケ ー ス 本 体 ４ １ の 前 部 に 取 り 外 し 可  
能 に 組 み 付 け ら れ て い る 。 こ の 前 面 パ ネ ル ４ ２ の 前 面 は 、 着 脱 可 能 な オ ー プ ン パ ネ ル ４ ３  
（ 図 ２ 参 照 ） に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 ケ ー ス ２ ０ は 、 ケ ー ス 本 体 ４ １ と 前 面 パ ネ ル ４ ２ と  
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に よ っ て 形 成 さ れ た 内 部 に 、 送 風 フ ァ ン ３ ２ 及 び 複 数 の 熱 交 換 器 ３ ３ を 収 納 し て い る 。 空  
気 導 入 口 ２ １ 及 び 送 風 口 ２ ２ は 、 ケ ー ス ２ ０ の な か の 、 前 面 パ ネ ル ４ ２ に 設 け ら れ て い る  
。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ケ ー ス 本 体 ４ １ の 背 面 ４ １ ａ の 下 部 は 、 断 熱 材 ４ ４ に よ っ て 覆 わ  
れ て い る 。 こ の 断 熱 材 ４ ４ に よ っ て 、 ケ ー ス 本 体 ４ １ の 背 面 ４ １ ａ の 下 部 の 結 露 を 防 止 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ケ ー ス ２ ０ は 、 送 風 フ ァ ン ３ ２ か ら の 冷 風 Ｃ Ｌ （ 送 風 Ｃ  
Ｌ ） を 送 風 口 ２ ２ へ 案 内 す る ガ イ ド 部 ５ ０ を 備 え て い る 。 こ の ガ イ ド 部 ５ ０ は 、 送 風 フ ァ  
ン ３ ２ か ら の 冷 風 Ｃ Ｌ を 前 下 方 へ 案 内 す る 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ と 、 こ の 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の  
前 端 ６ ０ ａ か ら 前 下 方 へ 延 び て 送 風 口 ２ ２ へ 冷 風 Ｃ Ｌ を 案 内 す る 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ と 、 に  
二 分 割 さ れ た 構 成 で あ る 。 ガ イ ド 部 ５ ０ は 、 ケ ー ス 本 体 ４ １ に 前 面 パ ネ ル ４ ２ が 組 み 付 け  
ら れ る こ と に よ っ て 、 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ に 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ が 一 体 的 に 組 み 付 け ら れ る 構  
成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ ～ 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ は 、 ケ ー ス 本 体 ４ １ に 一 体 に 形 成 さ れ て  
お り 、 ケ ー ス 本 体 ４ １ の 幅 方 向 の 両 端 間 に （ 図 ４ に 示 さ れ る 左 端 ４ １ ｂ か ら 右 端 ま で ） 連  
続 し て い る 。 こ の 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ は 、 送 風 フ ァ ン ３ ２ （ 図 ２ 参 照 ） か ら の 冷 風 Ｃ Ｌ （ 送  
風 Ｃ Ｌ ） を 前 記 ケ ー ス ２ ０ の 前 下 方 へ 案 内 す る よ う に 前 下 方 へ 延 び た 第 １ ガ イ ド 板 ６ １ と  
、 こ の 第 １ ガ イ ド 板 ６ １ の 前 端 ６ １ ａ か ら 下 方 へ 延 び た 前 板 ６ ２ と 、 こ の 前 板 ６ ２ の 下 端  
６ ２ ａ か ら 後 方 へ 延 び た 下 板 ６ ３ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ は 、 前 面 パ ネ ル ４ ２ に 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の 前 面 パ ネ ル ４ ２ に 有  
し て い る 送 風 口 ２ ２ の 左 端 か ら 右 端 ま で 連 続 し て い る 。 つ ま り 、 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ は 、 第  
１ ガ イ ド 部 ６ ０ と は 別 体 の 部 材 で あ る 。 こ の 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ は 、 第 １ ガ イ ド 板 ６ １ の 前  
端 ６ １ ａ ま た は 前 板 ６ ２ か ら 前 方 へ 延 び た 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ と 、 こ の 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の  
前 端 ７ １ ａ か ら 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 下 方 を 通 っ て 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前 板 ６ ２ ま で 延 び た  
裏 板 ７ ２ と 、 を 備 え て い る 。 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 前 端 ７ １ ａ と 裏 板 ７ ２ の 前 端 ７ ２ ａ と は  
、 送 風 口 ２ ２ の 下 縁 に 位 置 し て い る こ と が 好 ま し い 。 裏 板 ７ ２ は 、 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 下  
板 ６ ３ の 下 面 に 重 な っ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
詳 し く 述 べ る と 、 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前 板 ６ ２ に は 、 ケ ー ス 本 体 ４ １ の 幅 方 向 へ 延 び た 溝  
８ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 溝 ８ １ は 、 前 板 ６ ２ の 左 端 ６ ２ ｂ か ら 右 端 ま で （ 図 ４ に 示 さ  
れ る ケ ー ス 本 体 ４ １ の 左 端 ４ １ ｂ か ら 右 端 ま で ） 延 び て い る 。 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ の 第 ２ ガ  
イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ は 、 後 方 へ 延 び て 溝 ８ １ に 嵌 め 込 み 可 能 な 平 板 状 の 構 成 で あ る 。  
以 下 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ の こ と を 、 適 宜 「 嵌 合 板 ７ １ ｄ 」 と 言 い 換 え る 。 こ  
の 嵌 合 板 ７ １ ｄ は 、 溝 ８ １ の 左 端 か ら 右 端 ま で に わ た っ て 全 体 的 に 嵌 め 込 ま れ て い る 。 溝  
８ １ と 嵌 合 板 ７ １ ｄ と の 間 に は 、 互 い に 嵌 め 込 み 可 能 な 程 度 の 微 小 な 隙 間 Ｃ ｒ を 有 す る 。  
溝 ８ １ と 嵌 合 板 ７ １ ｄ （ 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ ） と の 組 み 合 わ せ 構 造 に よ っ て 、  
ラ ビ リ ン ス 構 造 体 ８ ０ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 前 端 ７ １ ａ と 裏 板 ７ ２ の 前 端 ７ ２ ａ と の 間 は  
閉 鎖 さ れ て い る 。 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ に は 、 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前 板 ６ ２ と 、 第 ２ ガ イ ド 部  
７ ０ の 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ 及 び 裏 板 ７ ２ と 、 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 部 Ｓ ｐ が 形 成 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ６ 及 び 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ は 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 左 端 ７ １ ｂ と  
、 裏 板 ７ ２ の 左 端 ７ ２ ｂ と の 間 は 、 左 の 閉 鎖 部 ９ １ Ｌ に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る 。 同 様 に 、  
第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ は 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 右 端 ７ １ ｃ と 、 裏 板 ７ ２ の 右 端 ７ ２ ｃ と の 間 は  
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、 右 の 閉 鎖 部 ９ １ Ｒ に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ を 第 １ ガ  
イ ド 部 ６ ０ の 前 板 ６ ２ （ 図 ５ 参 照 ） 側 か ら 見 て 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ と 裏 板 ７ ２ と の 一 方 の  
端 ７ １ ｂ ， ７ ２ ｂ の 間 、 及 び 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ と 裏 板 ７ ２ と の 他 方 の 端 ７ １ ｃ ， ７ ２ ｃ  
の 間 は 、 閉 鎖 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ 、 図 ６ 及 び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 空 間 部 Ｓ ｐ は 、 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ を 第 １ ガ イ ド 部  
６ ０ の 前 板 ６ ２ 側 か ら 見 て 、 横 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 隔 壁 ９ ２ に よ っ て 、 複 数 の 室 Ｒ ｏ  
に 区 画 さ れ て い る 。 こ れ ら の 隔 壁 ９ ２ は 、 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ に 一 体 に 形 成 さ れ て い る 縦 板  
状 の 部 材 で あ っ て 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 前 端 ７ １ ａ と 裏 板 ７ ２ の 前 端 ７ ２ ａ と の 部 位 か ら  
、 第 １ ガ イ ド 板 ６ １ の 前 板 ６ ２ ま で 延 び て い る 。 隔 壁 ９ ２ の 後 端 面 ９ ２ ａ と 第 １ ガ イ ド 板  
６ １ の 前 板 ６ ２ と の 間 に は 、 隙 間 を 有 し な い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 図 ８ を 参 照 し つ つ 、 ガ イ ド 部 ５ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前 端 ６ ０  
ａ と 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ （ 嵌 合 板 ７ １ ｄ ） と の 間 は 、 ラ ビ リ ン ス 構 造 に 構 成 さ  
れ て い る 。 ラ ビ リ ン ス 構 造 と す る こ と に よ っ て 、 送 風 フ ァ ン ３ ２ か ら 送 風 口 ２ ２ へ 流 れ る  
冷 風 Ｃ Ｌ （ 送 風 Ｃ Ｌ ） は 、 空 間 部 Ｓ ｐ へ 浸 入 し な い よ う に 抑 制 さ れ る 。 こ の 空 間 部 Ｓ ｐ は  
、 横 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 隔 壁 ９ ２ に よ っ て 複 数 の 室 Ｒ ｏ に 区 画 さ れ て い る 。 こ の た め  
、 空 間 部 Ｓ ｐ へ 浸 入 し た 冷 風 Ｃ Ｌ は 、 隣 接 し 合 う 室 Ｒ ｏ ， Ｒ ｏ 間 で 流 れ 難 い 。 図 ５ に 示 さ  
れ る よ う に 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 横 方 向 の 端 ７ １ ｂ ， ７ １ ｃ と 、 裏 板 ７ ２ の 横 方 向 の 端 ７  
２ ｂ ， ７ ２ ｃ と の 間 は 、 閉 鎖 部 ９ １ Ｌ ， ９ １ Ｒ に よ っ て 閉 鎖 さ れ て い る 。 空 間 部 Ｓ ｐ に お  
け る 横 方 向 へ の 冷 風 Ｃ Ｌ の 全 体 の 流 れ は 、 閉 鎖 部 ９ １ Ｌ ， ９ １ Ｒ に よ っ て 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 に 説 明 し た 本 発 明 は 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ 、 図 ５ 及 び 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 空 気 調 和 装 置 １ ０ は 、 ケ ー ス ２ ０ に 、 送 風 フ ァ ン  
３ ２ か ら の 送 風 Ｃ Ｌ を 前 下 方 へ 案 内 す る 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ と 、 こ の 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前  
端 ６ ０ ａ か ら 前 下 方 へ 延 び て 送 風 口 ２ ２ へ 送 風 Ｃ Ｌ を 案 内 す る 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ と 、 を 備  
え て い る 。 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ の 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ 及 び 裏 板 ７ ２ と 、 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前  
板 ６ ２ と の 間 に は 、 空 間 部 Ｓ ｐ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 空 間 部 Ｓ ｐ は 、 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０  
を 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前 板 ６ ２ 側 か ら 見 て 、 横 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 隔 壁 ９ ２ に よ っ て  
複 数 の 室 Ｒ ｏ に 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の た め 、 第 １ ガ イ ド 板 ６ １ の 前 端 ６ １ ａ と 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ （ 嵌 合 板 ７ １  
ｄ ） と の 間 、 ま た は 、 第 １ ガ イ ド 板 ６ １ の 前 板 ６ ２ と 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ と の  
間 に 、 部 分 的 に 微 小 な 隙 間 Ｃ ｒ を 有 し て い た 場 合 で あ っ て も 、 送 風 フ ァ ン ３ ２ か ら 送 風 口  
２ ２ へ 流 れ る 冷 風 Ｃ Ｌ が 部 分 的 な 隙 間 Ｃ ｒ か ら 、 複 数 の 室 Ｒ ｏ の な か の 一 部 へ 浸 入 す る だ  
け で あ る 。 冷 風 Ｃ Ｌ が 侵 入 し た 室 Ｒ ｏ と 隣 の 室 Ｒ ｏ と の 間 が 、 隔 壁 ９ ２ に よ っ て 区 画 さ れ  
て い る の で 、 隣 接 し 合 う 室 Ｒ ｏ ， Ｒ ｏ 間 を 冷 風 Ｃ Ｌ が 流 れ る こ と を 規 制 す る こ と が で き る  
。 ま た 、 隣 接 し 合 う 室 Ｒ ｏ ， Ｒ ｏ 間 を 冷 風 Ｃ Ｌ が 流 れ る に は 、 隔 壁 ９ ２ の 後 端 面 ９ ２ ａ を  
迂 回 す る 通 過 抵 抗 が 大 き い 。 つ ま り 、 空 間 部 Ｓ ｐ の 全 体 で の 冷 風 Ｃ Ｌ の 流 れ を 規 制 す る こ  
と が で き る 。 こ の 結 果 、 部 品 数 を 増 大 す る こ と な く 、 二 分 割 さ れ た ガ イ ド 部 ５ ０ （ 特 に 裏  
板 ７ ２ ） の 結 露 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に は 、 第 ２ ガ イ ド 部 ７ ０ を 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前 板 ６ ２ 側 か ら 見 て 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７  
１ と 裏 板 ７ ２ と の 一 方 の 端 ７ １ ｂ ， ７ ２ ｂ の 間 、 及 び 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ と 裏 板 ７ ２ と の  
他 方 の 端 ７ １ ｃ ， ７ ２ ｃ の 間 は 、 閉 鎖 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の よ う に 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 横 方 向 の 端 ７ １ ｂ ， ７ １ ｃ と 、 裏 板 ７ ２ の 横 方 向 の 端 ７  
２ ｂ ， ７ ２ ｃ と の 間 は 、 閉 鎖 さ れ て い る 。 こ の た め 、 空 間 部 Ｓ ｐ に お け る 横 方 向 へ の 冷 風  
Ｃ Ｌ の 全 体 の 流 れ を 阻 止 す る こ と が で き る 。 隣 接 し 合 う 室 Ｒ ｏ ， Ｒ ｏ 間 で の 冷 風 Ｃ Ｌ の 流  
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れ は 、 阻 止 さ れ る 。 空 間 部 Ｓ ｐ の 全 体 で の 冷 風 Ｃ Ｌ の 流 れ を 規 制 す る こ と が で き る の で 、  
二 分 割 さ れ た ガ イ ド 部 ５ ０ （ 特 に 裏 板 ７ ２ ） の 結 露 を 、 一 層 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に は 、 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前 端 ６ ０ ａ と 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ と の 間 は 、 冷  
風 Ｃ Ｌ が 空 間 部 Ｓ ｐ へ 流 入 す る こ と を 抑 制 す る よ う ラ ビ リ ン ス 構 造 に 構 成 さ れ て い る 。 こ  
の た め 、 送 風 フ ァ ン ３ ２ か ら 送 風 口 ２ ２ へ 流 れ る 冷 風 Ｃ Ｌ が 隙 間 Ｃ ｒ か ら 空 間 部 Ｓ ｐ へ 流  
入 す る こ と を 、 ラ ビ リ ン ス 効 果 に よ っ て 極 力 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 二 分 割 さ  
れ た ガ イ ド 部 ５ ０ （ 特 に 裏 板 ７ ２ ） の 結 露 を 、 一 層 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に は 、 こ の ラ ビ リ ン ス 構 造 は 、 第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ （ 嵌 合 板 ７ １ ｄ ） と 、  
第 ２ ガ イ ド 板 ７ １ の 後 端 ７ １ ｄ を 全 体 的 に 嵌 め 込 み 可 能 に 第 １ ガ イ ド 部 ６ ０ の 前 板 ６ ２ に  
形 成 さ れ た 溝 ８ １ と 、 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ラ ビ リ ン ス 構 造 を 簡 単 な 構 成  
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 本 発 明 に よ る 空 気 調 和 装 置 １ ０ は 、 冷 房 機 能 及 び 暖 房 機 能 の 両 方 を 備 え た 空 気 調 和  
装 置 を 例 に 説 明 し た が 、 冷 房 機 能 の み や 暖 房 機 能 の み を 有 す る も の で あ っ て も 適 用 可 能 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 室 外 機 及 び 室 内 機 か ら な る 冷 房 装 置 の み な ら ず 、 こ れ ら が 一 体 化 さ れ  
た 冷 房 装 置 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 の 作 用 及 び 効 果 を 奏 す る 限 り に お い て 、 本 発 明 は 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い  
。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 の 空 気 調 和 装 置 １ ０ は 、 家 庭 用 の エ ア コ ン 装 置 に 好 適 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ ０     空 気 調 和 装 置
１ １     室 内 機
２ ０     ケ ー ス
２ １     空 気 導 入 口
２ ２     送 風 口
３ ２     送 風 フ ァ ン
３ ３     熱 交 換 器
５ ０     ガ イ ド 部
６ ０     第 １ ガ イ ド 部
６ ０ ａ   前 端
６ １     第 １ ガ イ ド 板
６ １ ａ   第 １ ガ イ ド 板 の 前 端
６ ２     前 板
７ ０     第 ２ ガ イ ド 部
７ １     第 ２ ガ イ ド 板
７ １ ａ   第 ２ ガ イ ド 板 の 前 端
７ １ ｂ   第 ２ ガ イ ド 板 の 左 端
７ １ ｃ   第 ２ ガ イ ド 板 の 右 端
７ １ ｄ   第 ２ ガ イ ド 板 の 後 端 （ 嵌 合 板 ）
７ ２     裏 板
７ ２ ａ   裏 板 の 前 端
７ ２ ｂ   裏 板 の 左 端
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７ ２ ｃ   裏 板 の 右 端
８ ０     ラ ビ リ ン ス 構 造 体
８ １     溝
９ １ Ｌ   左 の 閉 鎖 部
９ １ Ｒ   右 の 閉 鎖 部
９ ２     隔 壁
Ｃ Ｌ     冷 風 （ 送 風 ）
Ｃ ｒ     隙 間
Ｒ ｏ     室
Ｓ ｐ     空 間 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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